
2 徳島発で全国の過疎に悩む地域の課題を解決

起業のきっかけ
荒木：専務理事に就任後、美波町のサテライト
オフィスを見学する機会がありました。自然豊
かな環境に囲まれたサテライトオフィスで働く
社員の人たちの、生き生きとした様子が強く印
象に残っています。古民家をリフォームした開
放的なオフィスの壁にはサーフボードが立てか
けてあり、社員の人たちは皆健康的な肌の色を
していて目も輝いていました。

　今、地方創生でサテライトオフィスが全国的
に注目を集めていますが、きっかけとなったの
は県外企業の徳島県におけるサテライトオフィ
ス開設の動きでした。県も、かねてよりサテラ
イトオフィス誘致のために、様々な施策を講じ
ています。県内には50か所を超えるサテライト
オフィスがありますが、美波町のサテライトオ
フィスの数は着実に増加を続け、県内市町村の
中で最多となっています。
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　この美波町でサテライトオフィスを最初に開
設し、現在の勢いをもたらしたのは吉田社長
だったとおうかがいしています。吉田社長は美
波町のご出身で東京に会社を作り、それから美
波町にサテライトオフィスを構えられたのでし
たね。
吉田：はい、日和佐（現美波町）で生まれて高校
卒業までここで暮らしました。高校は阿南市の
富岡西高校で、実家から通っていました。実家
は薬王寺の近くの商店街にある金物とか茶碗な
どを販売している家庭用品店です。僕はその店
の長男です。商店街は大分さびれましたが、今
でも父ががんばって続けています。
荒木：大学で県外に出て、それからジャストシ
ステムに就職されたのでしたね。
吉田：神戸市外語大学の国際関係学科で、貿易
や国際政治を勉強しました。同期たちは、外交官
の道に進んだり商社に就職したりしています。
ＩＴとはまったく関係のない学部で、今となっ
てはなぜ外語大学に通っていたのだろうかとい
う気はします。
　僕は、すんなり4年で卒業して就職したので
はなく、多少寄り道をしています。実は釣りが大
好きで、1年間オーストラリアの各地を巡って
釣りをしていたのです。美波町とケアンズが姉
妹都市だったので、まず知り合いの家があった
ケアンズに行って、しばらく居候させてもらっ
て、それからテントと釣り竿を車に乗せてオー
ストラリアを一周しました。
　そうこうするうちに日本に戻って就職するこ
とになったのですが、当時、バブルも終わり、イ
ンターネットという言葉を耳にするようになり
ました。僕は文系人間で、コンピュータに触った
こともなかったのですが、これからはインター
ネットが生活に欠かせなくなると思いました。
それでインターネット関係の会社に勤めようと
思い、何社か内定をいただいた会社の中でジャ
ストシステムに就職することに決めました。当
時、ジャストシステムはＡＴＯＫや一太郎だけ
でなく、三四郎、花子などに手を広げ、一番勢

いがあった時期でした。最初は一太郎の製品の
品質保証をする部署にいました。それから製品
企画の部署に 1 年くらいいました。でも、ジャ
ストシステムは就職して 3 年ぐらいであっさり
と辞めました。
荒木：どうして辞められたのですか。他にやり
たいことがあったのですか。
吉田：半分逃げたと言ってもいいかも知れませ
ん。元々僕はざっくり言うと営業系のキャラな
のですが、技術系の部署に配属になりました。
当時会社もプチグーグルのような存在で勢いが
あったので、とても優秀な人間が大勢入社して
いました。僕の周りも本当に優秀な開発系の人
ばかりで、「こいつらと競争してもかなわない。
この会社にいては、大したことはできない」と
見切りをつけたのです。それで今度はセールス
の仕事をやりたくて、営業職で阪急電鉄の子会
社に転職しました。でも、その会社も 3 年で辞
めました。親会社の阪急電鉄に合併されること
になったからです。
荒木：辞めるとき、周りから「もったいない」
とは言われなかったですか。
吉田：ええ、さんざん言われましたよ。阪急電
鉄と言えば、誰でも知っている名門企業ですか
らね。でも、僕は名門とか老舗とか呼ばれる会
社に所属するのは窮屈だなと思ったのですよ。
荒木：それからどうされたのですか。
吉田：今度は、東京のＩＴ関係のベンチャー企
業に入社しました。そこで 1 年くらい働いたあ
と、2003年に立ち上げたのがサイファー・テッ

サイファー・テックを立ち上げた頃
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クです。電子書籍などのデジタルコンテンツを
勝手にコピーできないようにする、データの暗
号化を扱う会社です。これからインターネット
でデータを授受する機会が大幅に増えるであろ
うことは予想できました。それでデータ保護に
関する製品を作って売ろうと考えたのです。
　ノーベル賞を取れるような先端技術を開発す
るのではなく、暗号化技術の実用化に焦点を絞
りました。お客様のニーズを聞き、暗号化技術
をどう使い、生活やビジネスにどう役立てれば
よいのかを考え、それを製品にしたのです。僕
は製品企画と営業を担当し、技術的なことは他
の社員が担当しました。研究室ではなく、お客
様とのコミュニケーションの中で、どのような
ものを作ろうかとプランを練ったのです。
荒木：時代の流れを読まれたのですね。
吉田：ところが、大失敗でした。最初の数年は
製品はまったく売れませんでした。暗号技術を
取り扱う企業という旗を振りながら、実際には
受託開発や派遣で食いつなぎました。僕の会社
の人間が派遣先の会社に行って、言われた通り
の仕事をやって、時給いくらでお金をもらう仕
事です。自分の食い扶持を稼ぐため、僕自身も
大手ＳＩ企業に 2 年間出向して働きました。
　今思い返してみても、本当に大変な時期でし

た。僕はよく、「今度生まれ変わっ
たら、セキュリティ・ベンチャー
だけは絶対に仕事に選ばない」と
言っているんですよ（笑）。
荒木：時代背景を考えると、コ
ミックなどの電子書籍の勃興期
で、当時から暗号化のニーズは
いっぱいあったと思うのですが、
どうして売れなかったのですか。
吉田：信用がなかったからです。
日本の会社組織というのはなか
なかリスクを取ってくれません。
有名企業の製品を買ってうまく
いかなかったらしょうがないけ
れど、聞いたことのない、小さな

サイファー・テックの製品を買って問題が発生
したら、製品を選んだ人が選定責任を問われま
す。こちらは実績を作りたくて営業に行ってい
るのに、実績がないから買ってくれない。そう
いった状態が長く続きました。5 年くらいして
少し売れ始め、本格的に売れるようになったの
は、会社を設立して 7 年くらい経ってからでし
た。
荒木：なるほど。よく分かるような気がします。
何がきっかけで売れ始めたのですか。
吉田：実は、製品の中身自体は変わっていませ
ん。でも、時間が経つことで、会社に信用がつ
いたのです。お客様に、「会社を作って 5 年、あ
るいは 7 年も経ったというのは、本物だよね」
と言ってもらえるようになりました。そうこう
しているうちに、キヤノン、ベネッセ、楽天と
いった錚

そうそう

々たる企業が製品を買ってくれて、実
績も伴うようになりました。それで、会社の経
営もようやく軌道に乗るようになりました。

美波町にサテライトオフィス開設
荒木：好循環に入った訳ですね。それから次の
展開をどのようにされたのですか。
吉田：当時、会社の売り上げが伸びるとともに、

吉田基晴氏
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スマートフォンが急速に普及し始めていまし
た。それで、ここが勝負どころと思い、スマー
トフォン向けの製品を開発しようとしました。
その頃は、アンドロイドとiＯＳの両方に対応し
た製品がなかったのですが、「わが社は、どちら
にも対応できる製品を販売します」とぶちあげ
たのです。
　マスコミで報道され、とても注目されました。
でも、社内は不安の声だらけでした。そういう
製品を開発する体制もできておらず、開発の目
途も立っていないのにどうするつもりだと。
　製品を開発するために新しい人を雇おうとし
たのですが、東京では人は雇えませんでした。
有名転職サイトへの掲載、ヘッド・ハンティン
グなど、あらゆる方法を試してみたのですが、
さっぱり駄目でした。
荒木：キヤノン、楽天などという錚々たる企業
と取引実績があったのに、ですか。
吉田：サイファー・テックの製品は、直接消費
者に買ってもらう製品ではなく、企業に買って
もらう製品で、ＢtoＢ（Business to Business）
という分野に属します。ですから、普通の人は
知らないのです。別段キヤノンさんや楽天さん
が「当社はサイファー・テックの製品を使用し
ている」などと言ってくれる訳ではないですか
らね。
　人は知らないものは選びません。優秀な技術
者なら、知ったとしてもやはり有名企業を選ぶ
でしょう。当時サイファー・テックの従業員は
7 〜 8 人でした。東京では完全に埋没してしま
い、存在感がなかったのです。「身の丈を超えた
土俵で戦っても成果は出ない」ことをもう一度
思い知らされました。
荒木：それでいよいよ美波町にサテライトオ
フィスを開設することにしたのですね。
吉田：そうです。東日本大震災の後だったとい
うことも大きいです。都会の不安定さを嫌い、
移住を考える人が増え始めていました。もう一
つのきっかけは、趣味で米を作っていたときの
経験です。いろんな知人が千葉の田んぼに来て

手伝ってくれるのですが、みんな「とても楽し
い」と言ってくれるのです。そこで、「人って、
仕事して金さえもらえればそれでいい、という
訳ではない。楽しい、ということがとても大事
なことなのだ」ということに気がつきました。
　ちょうどそんなときに、徳島県はアナログ放
送停波に備えてブロードバンドをいち早く整備
しているという話を噂で聞きました。ＩＴ企業
にとってはこのことも大きかったです。それで
自分の古里に視察に来てみました。ここなら、

「仕事だけだったら、人生嫌だ」という人たち
が来てくれるのではないかと思いました。そこ
で生まれたのが「半Ｘ半ＩＴ」というキャッチ
フレーズです。京都府の塩見さんの「半農半Ｘ」

（半自給的な農業とやりたい仕事を両立させる
生き方）からヒントを得ました。
荒木：「半Ｘ半ＩＴ」、つまりＩＴ企業で仕事を
しながら仕事以外のことも充実させて生活する
というのは、最近よく言われるワーク・ライフ
バランスに通じる部分があり、時代を先取りし
たキャッチフレーズでしたね。
吉田：ただ単に「サテライトオフィスを作りま
した」だけでは響きませんからね。美波町に引っ
越してでもやりたい趣味がある人を惹きつけよ
うとしたのです。
　僕はサーフィンをやりませんが、美波町は
サーフィンやスキューバ・ダイビングをやる人
にとってパラダイスです。近隣の海陽町や牟岐
町、高知県の東洋町には有名なサーフ・スポッ
トがあります。休日などに本格的にサーフィン
を楽しみたいときにはそちらに行くことができ
ます。また、美波町は海岸線が入り組んでいて、
それぞれ向きが違うため、どんな風向きでも必
ずどこかでサーフィンができます。朝、風を読
んで、「今日はこのスポットでサーフィンがで
きる」ということが分かるのです。
　朝サーフィンをして仕事をするといっても、
仕事を手抜きしてサーフィンをするということ
ではありませんよ。ここに住めば通勤時間がほ
ぼゼロになるので、都会で通勤している時間を
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利用してサーフィンをする、ということなので
す。理想は「仕事も120％、仕事以外も120％」
なのです。
　「半Ｘ」の仕事以外というのは趣味に限りませ
ん。仕事も大事だけれども、仕事以外のものも
大切にしようよ、というメッセージなのです。
人によっては子育てかも知れないし、もっと別
の活動かも知れません。サイファー・テックは
プライベートと仕事を同列に置くという、他社

にはないユニークな働き方を提案しました。
　そういう理念に共感して、人が集まるように
なってきました。サイファー・テックがサテライ
トオフィスを開設したのは2012年 5 月でした。
荒木：メディアにもいろいろ取り上げられまし
た。
吉田：サーフィンの雑誌や、ＢＥ−ＰＡＬなど
のアウトドアの雑誌でも取り上げられました。
こうした、当社がメッセージを伝えたい人が読
む雑誌に掲載されたことで、人集めがもっと容
易になりました。
　ＮＥＷＳ ＺＥＲＯの桐谷美玲ちゃんも取材
に来てくれたのですよ。うちの会社に、海陽町
で猟友会の副会長をやっていたお父様の影響
で、趣味でハンターをやっている女性がいます。
その子がＵターンして美波町に戻ってきたので
す。「狩りガール」と桐谷美玲との対談というこ
とで取り上げられました。
　まだ地方創生という言葉もなかったし、ＩＴ
企業で女性が働くということも珍しかったの
で、メディアには注目してもらえました。お陰
さまで、美波町にオフィスを作る前に比べて社
員の数も一時 4 倍くらいまで増えました。
　美波町のオフィスにいる従業員は、美波町が
大好きでこちらに来ています。ほとんどが東京
や横浜からのＩターン組です。人生をかけた大
きな決断をしてこちらに来たので、腹が据わっ
ている感じがします。結婚して子どもまで生ま
れた人もいて、僕よりこちらに馴染んでいるん
じゃないかな。
荒木：こうした過疎の町で、若い人が移住して
定着して子どもまでできるということは、その
オフィスのある地域のコミュニティにとっては
非常に大きなことでしょうね。
吉田：その通りです。サイファー・テックは町
の中心部から車で10分くらいの、田井という小
さな集落にあります。田井は、全部で20軒くら
いしかありません。そこに20代、30代の若者が
やってきたら、「草刈りあるから手伝って」、「お
祭りに出てこい」、「飲みに来い」となりますよ

「半Ｘ半ＩＴ」　Ｘの楽しみ方は様々
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ね。そこで僕らも誘われるままにいろいろ出て
いったら、地元の人がすごく喜んでくれて、「お
前らが来て、村が元気になった」、「お前らが来
て、楽しいことが増えた」と言ってくれたので
す。
荒木：その後、2013年 5 月に本社を東京では
なく、美波町に移転しました。今は本社を県外
から県内に移せば補助金をもらえますが、そう
いった行政の施策も決断を後押ししたのでしょ
うか。
吉田：それが、補助金や行政の施策はまったく
関係なかったのです。その後も本社移転による
経済的なメリットは特段受けていません。そも
そも本社を美波町に移転した当時は、本社移転
の補助金制度がありませんでしたから。その後
政府が補助金制度を作ったのです。以前、石破
元地方創生担当大臣とお会いした際に、「制度
が出来る前に本社を移転したのですが、何とか
ならないでしょうか」とお尋ねしたのですが、

「ちょっと早過ぎたねえ」と笑いながらお答えに
なりました。
荒木：では、なぜ本社を美波町に移転したので
すか。
吉田：地域の人に、「社長、本社を移してくれ」っ
て言われたことが大きいですね。東京では新宿
区の神楽坂に本社がありましたが、近くの神楽
坂商店街会長からあいさつの一つもしてもらっ
たことはありません。大きなところに小さい会
社がいても存在感がありません。けれども、美
波町のサテライトオフィスがある集落は20軒
くらいしかありません。そうした地域では、僕
の会社のような規模のところでも、けっこう存
在感があります。地元の人も、たとえばパソコ
ン教室をやると、おばあちゃんが「ありがとう」
と言ってくれて、行政の人も「来てくれてあり
がとう」と言ってくれます。それに、東京の会
社が地方に本社を移したということになれば、
地域の人にとっても自信になるだろうと思った
のです。
　恋愛だって同じようなものですよね。好きな

相手から、「来てくれるとうれしい」と言って
もらえるとうれしいものです。それで、地元の
人の意気に感じて、サテライトオフィスを開設
して 1 年後に本社を美波町に移しました。する
と、マスコミにも取り上げてもらえましたし、
何よりもおばあちゃんも含めて、みんな僕の会
社が美波町に来たことを喜んでくれました。そ
ういったことを大事にしたいと思っているので
す。
荒木：サイファー・テックさんの東京と徳島の
役割分担はどうなっていますか。
吉田：大まかに言うと、東京は営業機能、徳島
は製品開発機能となります。今は営業は対面で
行っていますが、オンラインでの営業活動が進
めば、果たして東京のオフィスが必要なのだろ
うか、と思っているんです。
荒木：神山町にサテライトオフィスを置いてい
るＳａｎｓａｎも、営業部隊は東京にいますが、
実際の営業活動はオンラインが原則だそうです
ね。
吉田：営業のために人が東京にいなければなら
ないという発想は、仕事の都合に人が合わせる
ものです。人を基本に考えた場合は、人の都合
に合わせて営業はどこでもできるように工夫す
べきだと思います。東京でも在宅ワークを認め
ているので、オフィスは常設ではなく、コワーキ
ングスペースでよいかも知れません。今までの
常識や社会通念に縛られて意志決定する必要は
ありません。元々こんな風に考えていた訳では
なかったのですが、「なんでそんな過疎地で？」
と言われながらやってきたことで、考え方が柔
軟になった気がします。
荒木：サイファー・テックさんは、本当に地元
を大切にし、地元の皆さんから愛されているこ
とが分かりました。そのために、いろいろ地域
に溶け込む努力も積まれてきたのでしょうね。
吉田：若い20代、30代の男というのは、やれ祭
りだ、草刈りだと地域の行事に駆り出されます。
飲みにも誘われます。楽しみながら一生懸命や
れば、地元の人たちがちゃんと見てくれていて、
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喜んでくれる訳です。
荒木：祭りと言えば、先日の中村初音湯祭りは、
近所の人たちが大勢集まってとても楽しそうで
した。初音湯は、1909年（明治42年）にできた
銭湯で、今は吉田社長が創られたあわえさんが
会社のオフィスとして利用されています。中村
初音湯祭りは、あわえさんが始められたお祭り
ですよね。どういうきっかけで始められたので
しょうか。
吉田：地元のかっこいいおっちゃんたちの存在
が大きかったですね。サイファー・テックの本
社がある田井の秋祭りは、元々は地元の人が神
社で神事をやるだけのお祭りだったと聞きまし
た。けれども、おっちゃんたちがまだ若くて子
育てをしていた30年くらい前に、子どもたちが
喜ぶものにしたいと、神事の前日に、捕ってき
たイノシシや魚を焼いて食べたりするお祭りを
始めたそうです。食べ放題飲み放題でちょっと

した芸人も来るので、20軒くらいの集落の祭り
なのに、200 〜 300人集まります。サイファー・
テックもスタッフ総出でお祭りのお手伝いをさ
せていただいています。
　たった数名が始めたものが30年続けるとこ
うなるのだということを目の当たりにして、

「祭りも作れるんだ」と実感しました。あわえ
は中村という地区に、地域のシンボルとも言え
る建物をお借りしてオフィスを構えているの
で、地域に少しでもお礼をしたいなと思いまし
て。伝統を大切にすることも大事ですが、田井
のおっちゃん達のように、自分たちなりの新し
い伝統や文化を創っていければとも思っていま
す。
荒木：祭りの日にはオフィスも開放されて、た
くさんの子どもたちがあわえさんのオフィスの
中で楽しそうに遊んでいたのが印象的でした。
吉田：サテライトオフィスの鈴木商店さんも、

毎年美雲屋の屋号のついた美雲
屋祭りを恵比須浜という小さな
集落でやっています。祭りで子
どもが喜ぶとおじいちゃんおば
あちゃんが喜んで、地域が元気
になるんです。だから、僕らが
応援してもらったように、次の
世代を応援することが大事であ
ると考えて、日頃の感謝を、お
世話になっている人ではなく次
の世代の子どもたちに返してい
く、つまり、恩返しではなく恩

中村初音湯祭り
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送りのようなことをしていきた
いと思っています。
荒木：少し話は逸れますが、今
や美波町はサテライトオフィス
数が徳島県で一番となっていま
す。これは、吉田社長の個人的
な人脈やあわえさんの取り組み
の効果が大きかったのでしょう
か。それとも、美波町のサテライ
トオフィス誘致に向けた積極的
な取り組みや国（総務省）の「お
ためしサテライトオフィス」プ
ロジェクトといった政策効果に
よるものなのでしょうか。
吉田：まず、個人的な人脈の効果は重要です。
僕はＩＴ企業の経営者ですが、ＩＴ企業の経営
者同士はいろいろなネットワークでつながって
います。美波町のサテライトオフィス企業はＩ
Ｔ企業のウエイトが高いのですが、Ｓｋｅｅｄ
の明石社長やイーツリーズ・ジャパンの船田社
長とは友人ですし、イーツリーズ・ジャパンと
その後進出してきたスペースタイムエンジニア
リングは事業パートナーです。東京の会社が美
波町にサテライトオフィスを置くのは珍しい現
象です。それで周りの経営者たちが興味を持ち、

「一度遊びに行こう」、「僕も連れて行ってよ」と
なってサテライトオフィス設置につながるケー
スがあります。この場合、僕を含めたサテライ
トオフィス設置企業の経営者たちが入口となっ
ています。サテライトオフィスが増えるに連れ
て、こうした機会が増えています。これは「人
が人を呼ぶ」循環です。
　もう一つは、メディアに出てくる美波町の地
方創生の情報を見て、「なんだろう、この美波町
というのは」ということで興味を持ち、来られ
るケースです。ブックスタンドさんなどは、人
的なつながりがあったわけでなく、ネットの情
報を調べて来られました。これは「情報が人を
呼ぶ」循環です。
　興味を持って足を運んでもらうまでは、地方

創生などのお金を使えばどこでもやれます。大
事なのはここから先です。「ここに来てここの
仲間になりたい」という、僕が本社を移転したと
きと同じ感情を持ってもらえるかどうかです。
それはお金では演出できません。その役割を担
うのが、地域のおっちゃんたちや先に進出して
いる会社です。
　よく美波町は、サテライトオフィス誘致に関
してなにかとても先進的な取り組みをやってい
ると思われがちですが、実はやっていることは
とてもシンプルで、有効に機能しているのは地
域のあったかさです。地域によっては昔ながら
の祭りは地元の人しか参加できないところもあ
ると聞きますが、美波町では移住 3 年目でも江
戸時代から続く祭りの責任者になることができ
ます。人が足りないという問題もあるのでしょ
うが、「おもろいことはみんなで一緒にやろう」
というおおらかさ、度量の大きさといったもの

あわえのオフィスである初音湯
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があるように思います。政策や補助金やおしゃ
れなコワーキングスペースという単純な話では
ないのです。
荒木：以前ある人から、「神山町にしても美波
町にしても、サテライトオフィスの建物を見て
いるだけでは、ここで何が起こっているか、本
当のことはわからないよ」と言われたことがあ
ります。飲み会を含めた地域との交流を通じて、
いろいろな化学反応が起こっているというのが
今の話でよくわかりました。お祭りや飲み会な
ど、人と人とのつきあいの中での居心地の良さ
を実感した人は来てくれるということですね。
吉田：ある県では、多額の公的な資金を投入し
て企業誘致を行っています。知り合いの会社が
進出しましたが、2 年くらいで撤退してしまい
ました。行ってみると、海辺の素晴らしいロケー
ションに最新のビルが建っていて、一見うらや
ましいのですが、人と人とのつながりがまった
くないのです。「ベンチャーを何社呼ぶことが
目標」といった無機質な発想でプロジェクトを
進めたので、そういう施設を作ってしまったの
でしょうね。しかし、サテライトオフィスやベ
ンチャーという肩書きがついても、結局会社を
動かすのは、経営者とスタッフという生身の人
間です。社会的なつながりが必要なのです。美
波町の場合は、「みんな来たからには一緒に楽
しくやろう」という雰囲気があります。
荒木：「人が人を呼ぶ循環」、「情報が人を呼ぶ
循環」ともに好循環でうまくいっているという
お話ですが、美波町の町としての規模のことも

あります。サテライトオフィスの数が今後更に
増える余地があるのでしょうか。
吉田：行政単位が美波町なので、主語が美波町
になりますが、美波町がうまくいっているので
はなく、うまくいっているのは日和佐地区なの
です。現状を小さく捉えるつもりもないですが、
サテライトオフィスやベンチャー企業が進出し
てきてよかったと実感している人はまだほんの
一握りで、受益者も日和佐地区の一部に限られ
ています。美波町にあるいろんな地区、集落に、
今日和佐で起こっているような素敵なことが広
がってほしいので、キャパはいくらでもあると
思っています。集落の祭りもいい事例として取
り上げましたが、たった 2 つの神社の話です。
美波町にあるたくさんの神社のお祭りにそれぞ
れ同じようなことが起こっていくとすれば、現
状は100段の階段のまだ 2 段目くらいです。

あわえ設立
荒木：話をもとに戻します。サイファー・テッ
クさんは、様々な努力を積み重ねて、地元にも会
社にもお互いメリットがある、Ｗｉｎ−Ｗｉｎ
の関係になることができました。
吉田：最初からそんなことは目指していません
でした。採用難で困っていたベンチャー企業の
社長が、人を採用するためにサテライトオフィ
スを開設したのです。確かに目論見通り、僕も
従業員も喜んだ。でも、気がついてみれば、地
元の人たちが、おじいちゃん、おばあちゃんた

ちを含め、みんな喜んでくれてい
る。行政関係者では、町役場の人
も、町長も、県知事も、みんな喜
んでくれている。こんな三方よ
し、四方よしの世界が現実にある
のだなあ、と驚きました。本当に
目から鱗でした。
　でも、都会の経営者は、かつて
の僕と同様、経営課題を解決する
ための鍵が過疎地にあるなどと
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は夢にも思わない。僕も、自分の目の前で起こ
るまで全く気づきませんでした。都会の経営者
は、地方に興味がないのではなくて、地方のサ
テライトオフィスにそんな可能性があることを
知らない。だから、サテライトオフィス開設が
選択肢として浮かんでこないのです。
荒木：そうした思いが、「あわえ」の設立につな
がったのですね。
吉田：そうです。過疎に悩む地域に、相思相愛
の関係になれる会社や若者を連れてくることが
できれば、会社も地域も喜ぶ。経営者は人材を
確保でき、地域には地域課題解決に繋がるノウ
ハウや技術を持った企業が来てくれる。
　今、美波町は少子高齢化と過疎に悩んでいま
すが、日本中の田舎が同じ問題で悩んでいます。
美波町は産業的には農林漁業があり、海・山・
川があって、困ったことに津波リスクまである。
ここでの経験は、全国の様々な地域に生かすこ
とができます。「美波町の経験をもとに、全国の
地方自治体にアドバイスすることは、もしかし
たらビジネスになるのではないか」と思って立
ち上げたのが「あわえ」です。
　そうこうしているうちに、安倍内閣で「地方
創生」が言われるようになりました。追い風と
いえば追い風ですが、政策は、首相が変われば
中身も変わっていくでしょう。でも、あわえが
やろうとしている、過疎に悩む地域と企業の橋
渡しをするアドバイザー業務は、今後も需要は
なくならないと思っています。
　地域にとっても大きなメリットがある。若者
が地域に入ってくることはもちろん非常に大き

いことですが、それだけではありません。僕は、
ＩＴは日本の過疎問題を救いうると信じていま
す。例えば、美波町で2017年11月 4 日に、災害
に強い通信技術を活用して、津波災害時に住民
の安否を確認する実証実験が行われました。住
民が小型のセンサーを持って避難すると、地区
に張り巡らせた中継器がその電波を受信し、町
ではＰＣでどの地点に今何人いるのかを、また
住民はスマホで家族が今どこにいるのかをリア
ルタイムで確認できるというものです。この、

「ＩｏＴ」と呼ばれる技術を使った実証実験は、
美波町の委託を受けて、美波町にサテライトオ
フィスがある企業が連携して実施したもので
す。テレビや新聞でも報道されましたが、中核
となる通信部分やセンサーはＳｋｅｅｄが、Ｐ
Ｃやスマホのアプリはサイファー・テックが、
住民への説明会はあわえが担当しました。津波
浸水のシミュレーションは、地元の大学が担当
しています。このように、地域の課題を解決で
きる技術を持っている企業を誘致することがで
きれば、地域にとって大きな力になる。
荒木：私も美波町の実証実験を見学させてもら
い、とても興味深く感じました。企業がサテライ
トオフィスを設置する目的は、多様な働き方の
提供による人材確保と適価でのオフィススペー
ス確保であったと思います。ところが、美波町
の実証実験で、サテライトオフィス企業と県内
市町村や企業とがコラボするという可能性が開
けました。こうした動きは今後も広がっていく
とお考えでしょうか。
吉田：広げていきたいと思いますし、実際に広

ＩｏＴを活用した津波避難の実証実験
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がっていくとも思っています。右肩上がりの社
会では東京が最先端でしたが、逆に、人口減少
社会の最先端は過疎地です。その最先端の美波
町の課題を解決できるソリューションを作り上
げれば、それはいずれ他の地方や東京でも売れ
るでしょう。これからは、日本や世界をリード
するスキルを持った人たちと田舎が一緒になっ
てソリューションを生み出す時代になるのでは
ないかと思うのです。田舎は、仕事をのんびり
する場所でなく、むしろ鵜の目鷹の目でビジネ
スチャンスを探す場所であるという風に、皆の
認識も変わっていくだろうと思っています。
　日本の田舎は、今までは人手をかけ、また人
のよさでいろいろな地域の課題を解決してきま
した。しかし、人のよさは変わらなくとも、残
念ながら人手は減っていきます。昔の田舎の家
は防犯と獣害対策のために犬を放し飼いにして
いましたが、今はそれができない。監視役がい
なくなったので、サルやイノシシが平気な顔し
て降りてくるようになりました。それなのに、
昔は100人で見守っていたものを10人で見守ら
なければならなくなります。こうした状況だか
らこそ、サテライトオフィス企業の持っている
通信やセンサーの技術の活用が鍵となります。
美波町で最近ＩｏＴ関係の会社の進出が多いの
は、実はここにビジネスチャンスがあると思っ
ているからなのです。美波町にはＩＴ企業を
中心に専門性の高い企業がたくさん集まってき
ているので、お互いが必要なジグソーパズルの
ピースとなって一緒にビジネスをするといった
機会もこれからは増えていくと思います。あわ
えには、その調整役が求められているのではな
いかと思っています。
　ところが、そうした田舎の悩みをＩＴ技術が
解決してくれることに、世の中の人はまだ気づ
いていません。県内でサテライトオフィスの話
をすると、美波町や神山町にサテライトオフィ
スなるものがあって若い人が来ているというこ
とは知っているけれど、自分たちとは関係ない
と思っている人が大半です。自分たちとサテラ

イトオフィス企業がＷｉｎ−Ｗｉｎの関係にな
れることには気がついていないのです。課題を
抱えた田舎のニーズと、それを解決できるサテ
ライトオフィス企業との間をつなぐ、情報のハ
ブ機能がまだまだ不足しているからです。行政
や商工会などが情報提供や相談ができる場を提
供する必要がありますし、あわえとしてもどう
すればそのような場が作れるのかを考えていか
なければならないと思っています。
荒木：うまくいけば、徳島県のいろんな地域が
変わっていくでしょうね。
吉田：集落再生だけでなく、徳島県発の画期的
なソリューションを次々に生み出すという、イ
ノベーティブな県になれると思っています。

あわえと地方創生
荒木：あわえでは、具体的にどのようなことを
業務として行っているのですか。
吉田：地域振興に役立つと考えられる様々な業
務をやっていますが、今注力しているのは、地
方自治体がサテライトオフィスを誘致し地域を
活性化させるお手伝いをすることです。どんな
企業でもいいから、というのではなく、地域と
相思相愛になれる企業を誘致できるようアドバ
イスをします。あわえのお客様の95％は行政で
す。
荒木：サテライトオフィス誘致は、一般的には
神山町の大南さん（NPO法人グリーンバレー理
事長）や美波町の吉田社長のように、中心となっ
て牽引する人がいたからこそ成功したという印
象があります。そのようなキーパーソンの存在
抜きで、他の地域で果たして再現できるものな
のでしょうか。
吉田：キーパーソンはいなくても、サテライト
オフィスの誘致は絶対にできます。確かに「この
人たちがいたからこそ実現できた」というケー
スもあります。こうした特殊なケースを他の地
域が真似ることは難しいでしょう。しかし、あ
わえでやろうとしている地方創生事業は、どの
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地域でも再現できるものです。再現性がなけれ
ばビジネスにはなりません。現に徐々に実績が
出てきています。
荒木：地域にとってサテライトオフィス誘致の
効果というのは、どのようなものなのでしょう
か。
吉田：サテライトオフィスは、企業経営者やそ
こに働く人にとってプラスです。優秀な人材を
確保でき、働く人は生き生きと働くことができ
ます。
　僕は、本当の意味で人の活性度が高いのは、
都会よりも田舎であると思っています。田舎で
生活することで、都会の人もエネルギーをもら
うことができます。そして、美波の元気なおっ
ちゃんやおばちゃんは、本当に人間がすばらし
い。「半Ｘ半ＩＴ」と言いましたが、そういう
地元の方々は仕事以外の素晴らしいＸを持って
いる。僕は大人の遊び人が好きです。そういう
人は好きなことを楽しむためにも一生懸命仕事
をする。地元の元サーファーや元遊び人は付き
合ったら最高な人ばかりです。そのような人は
とことん自分の趣味を極めている上、他人に対
しても優しい。変に入り込み過ぎないバランス
感覚も持ちあわせているのです。
　地元の人との交流によって、東京では触られ
ない触覚を触ってもらえ、クリエイティビティ
が高まります。加えて、祭りや草刈りなどの地
域の行事や出役に参加することで、心にも触ら
れる。
　一方、田舎で問題なのは、人口バランスです。
高齢化が進んで若い人が少なくなっている。そ

れが、サテライトオフィスで若い人が来て、こっ
ちで結婚して子育てもするようになる。そうす
ると、地元の人も大変歓迎してくれる。
　このように、進出してきた企業や従業員と、
地元の自治体や住民が、お互いにありがとうと
言い合える関係を築くことが重要です。
荒木：こういったサービスを始めると、過疎に
悩む地方自治体の中には、成功事例を耳にして、
あわえに頼んで短期的な視点で手っ取り早く成
果を出したい、という誘惑に駆られるケースも
ありそうな気がしますが、いかがでしょうか。
吉田：あわえに依頼される自治体の方は、大半
は神山町みたいに自分の町にサテライトオフィ
スを呼びたい、でも、何をやっていいか分からな
い、といったことで来られます。担当者は、成功
事例の話だけ聞かされて、実際にベンチャー企
業の人に会ったことが無いケースもあります。
それなのに、「いついつまでに何社誘致」といっ
た目標を与えられます。それは大変難しいこと
で、お手伝いが必要になります。
　僕は、単なる社数だけの誘致では意味がなく、
永続的に成果を出すことが重要であると思って
いますので、時に煙たがられます。自治体から
は、「そんな本格的な話じゃなくて、早く何社か
呼んできて」と言われることもありますが、そ
れではだめです。このことを最初によく理解し
てもらっています。
　政府から予算がついて、古民家がおしゃれな
オフィスになった、それで企業誘致だとやって
いると、予算がついている間だけの関係になり
ます。ブームが去ると企業も去って、その地方

地域での飲み会 サテライトオフィス美波Lab（現本社）設立５周年の餅投げ
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の方は「ああ、地方創生ということでいろいろ
とやってみたけれど、やっぱり駄目だった」と
がっかりされるかも知れません。自信もなくす
でしょう。これほど失礼なことはありません。
そんなことなら、何もやらない方がよっぽどま
しです。
　誘致された企業が、進出先の地元の人から「あ
りがとう」と言ってもらえる関係にならないと、
永続的な成果を出すことはできないのです。阿
波弁で「どちらいか」という言葉があります。
お互い様です、という意味です。何かやっても
らってありがとうと感謝したら、相手が「どち
らいか」と返してくれる。僕は、これが進出し
た企業と地元とのあるべき関係であると思って
います。
　それから、放っておけばどの自治体の方も、
誘致を考えている企業に対して、「うちの田舎
は米や魚や空気がうまい。酒がうまい。こんな
祭りがあって、とってもいいところだ」などと
言ってＰＲするのです。下手すると、観光のパ
ンフレットを持ってきて、「この町に来てくだ
さい」と言いかねません。僕は、それは絶対に
やってはいけない、と言っています。ある人が
ある地域に観光に来るのと、サテライトオフィ
スで働いてそこで暮らすのとでは全然違うので
す。逆に、何に悩んでいるかをはっきり言いな
さい、とアドバイスしています。たとえば、「昔
は○○という産業で栄えていたが、今は廃れて
出荷額も激減し、困っている」とか、「○○遺
産に登録され、訪れたいという人は増えている
のだけれど、それをうまくさばける人材がない」

などです。実際、サテライトオフィス設置を検
討している企業と全国の自治体との間のマッチ
ングのための場では、地域の課題をプレゼンし
た自治体の方が圧倒的に企業の視察が多いので
す。
荒木：問題点を言うと、どうして企業は興味を
持ってくれるのでしょうか。
吉田：企業も従業員も、人の役に立ちたいから
です。単に「海がきれいだから」ということだけ
でやってきた人は、いつかいなくなります。サ
テライトオフィスの誘致によって、企業や従業
員の側にも、地元の側にもメリットがあり、お
互い感謝し合うといった関係になれば、効果は
単なる足し算ではなくかけ算となって大きくな
り、長続きする関係になります。
　2017年 5 月にそうした合同お見合い会を東
京で開催しました。10程度の自治体と約90の企
業が参加しました。当社で誘致支援をしている
自治体には20社近い視察があり、すでに進出を
決めた企業もあります。
荒木：デュアルスクールも手掛けていらっしゃ
るとおうかがいしました。デュアルスクールと
はどのようなものですか。
吉田：1 人の子どもが複数の学校に行けるよう
にすることです。たとえば、東京の子どもが東
京の学校のほかに、美波町の学校に通うことを
認めるなどです。たまたま知事や教育長と意見
交換する機会があって、その時に何とか実現で
きないかと提言したことがきっかけです。
荒木：なぜデュアルスクールを思いつかれたの
ですか。
吉田：僕の妻は東京生まれの東京育ちで、東京
以外で暮らしたことはありません。僕の子ども
も同様です。徳島への移住計画を家族に話した
とき、妻から「お父さんは東京と地方と行ったり
来たりで、両方のよさを味わえるけれど、私と
子どもはそうはいかないのよ」と言われ、はっ
としました。田舎や美波町を嫌いだということ
ではなく、美波町に住むことで東京とは縁がな
くなってしまうのです。これには、なるほどな自治体と企業とのマッチングのためのイベント
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あと思いました。地方創生で二拠点居住が言わ
れており、国も推奨していますが、美波町を見
渡してみても、二拠点居住をしているのは独身
者が中心です。
　実際に二拠点居住をする場合は、子どもの
存在がネックになります。子どもがデュアルス
クールで二拠点居住できるようになれば、大き
く一歩前進します。少なくとも僕の子どもには、
都会と田舎、両方の良さや課題を知ってもらい
たいと思っています。県の教育委員会の事業で
すが、これまでも候補者捜し等をお手伝いさせ
てもらいましたし、2017年からはあわえがデュ
アルスクールのプロモーション事業の指名もい
ただき、ビジネスとしても関わらせていただい
ています。
　二拠点居住は子どもにとっても大変大きな効
果があります。都会の子が地方に来てしばらく
暮らすと、とても生き生きとします。感性を刺
激され、友達も倍に増えます。実際、去年デュ
アルスクールで徳島に来て今年も来る子や、今
年7月にデュアルスクールに来てまた10月にも
来た子がいます。ご両親も大変喜んで送り出し
てくれるのです。
　一方、地域に子どもが少なくなっている美波
町にとっても、きっとメリットがあります。子
どもがいると、子どものエネルギーを分けても
らえて地域が活気づき、廃校リスクも小さくな
るかもしれません。ちなみに、地域に学校が無
くなると、とたんに地域の祭りが駄目になり、
地域が衰退します。
荒木：デュアルスクールがきっかけで、子ども

神輿が復活した地区があったそうですね。
吉田：デュアルスクールで来ている子どもの親
御さんが、去年のお祭りで子どもに御神輿を担
がせたいと思ったのですが、その地区の子ども
御輿はずいぶん前になくなっていたので、隣の
地区で担がせてもらったのです。すると、せっ
かく来てくれたのに、よその地区の御神輿しか
担がせてあげられなかったということになっ
て、今年からその地区の子ども御輿が復活しま
した。地域が活性化するときというのは、意気
に感じて地域の人たちのスイッチが切り変わる
ときのことです。小さな集落では、たった1人
の子どもが及ぼす影響が、地域を変えるほどの
力を持っているのです。
　デュアルスクールは、子どもにも、地域にも、
大きなメリットがあります。今、シェアリング・
エコノミーがはやりですが、子どもを地域で奪
い合うのではなく、シェアリングするのがデュ
アルスクールです。
　もちろん、少子高齢化の抜本的な対策は出生
率を上げることであり、それには国の政策が一
番重要ですが、デュアルスクールで時間稼ぎを
することができるでしょう。
　徳島でうまくいくなら、全国どこでもうまく
いくはずです。東京だけの教育では不安に思っ
ているお母さんが、美波町まで来るのは大変で
も例えば伊豆だったら大丈夫といったケースが
あるかも知れません。東京と伊豆の組み合わせ
でやろうと思ったとき、もう徳島でデュアルス
クールの実績があるよということになれば、必
ずやれることが分かる。デュアルスクールの考
え方を全国に広めることで、より多くの人、よ
り多くの地域がメリットを得ることができるの
です。
　サテライトオフィスを誘致したいと思ってい
る地域の自治体がたくさんあるのと同様、デュ
アルスクールをやってみたいと思う自治体もこ
れからはたくさん出てくるでしょう。そのとき
にあわえがビジネスとして関わることができれ
ばいいなと考えています。子ども御輿
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美波町は最先端の臨床実験の場
荒木：「あわえ」のお客様は、当初は徳島県や美
波町が主体だったと思うのですが、今はどうな
のでしょうか。
吉田：2017年度くらいから県外の売り上げが
増えてきて、今では半分以上が県外となってい
ます。北は秋田県から、南は熊本県まで広がっ
ています。静岡や神奈川では複数の自治体から
受注があるなど、クライアントの自治体は全国
に広がっています。
荒木：美波町での先進的な取り組みが基礎になっ
ていますので、研究開発的な意味では美波町との
コラボは、引き続き極めて重要なのでしょうね。
吉田：その通りです。徳島は先進性で勝負して
います。その成果を他の地域が欲しがっていま
す。徳島モデルの伝道師が必要なのです。
　この、徳島モデルの伝道師という役割を、行
政は担うことができません。ここに、「あわえ」
という民間企業の存在意義があります。
荒木：絶えず実証実験が必要で、そのためには
美波町など県内の自治体とのコラボが必要だと
いうことですが、地元の自治体が予算をつけて
あわえとコラボするメリットはどういった点に
あるのでしょうか。
吉田：医学にたとえると、この美波町は最先端
の医療技術を用いた臨床医学の場です。美波町
は、これによって、最先端の医療技術の成果を
いち早く得ることができます。

　だから僕は町長に、「美波町はトップランナー
であり続けてください」とお願いしています。こ
の点はよく理解していただいていると思います。
大変ありがたいことです。

今後の夢
荒木：吉田社長のお話をおうかがいすると、働
いている人は、仕事も、仕事以外も充実してい
るということですし、地元の人にも行政にも喜
ばれる。全国から視察旅行がひっきりなしで、
徳島モデルの伝道師として忙しく活躍されてい
る。吉田社長も、毎日を充実して過ごされとて
も幸せそうに見えます。
吉田：今の仕事の最大の受益者が誰かと問われ
れば、それは間違いなく僕です。
　昔は僕も、どうやったら人より上手く生き
られるか、勝ち逃げできるかというようなこと
ばかり考えていました。それを考えるのがベン
チャー企業なんだぐらいの勘違いをしていまし
た。
　けれども、美波町でサテライトオフィスを
やってきたこの数年間で、考え方ががらっと変
わってしまいました。地域のおっちゃんたちの
パワーに触れ、世話してくれるおっちゃんたち
のかっこよさに魅せられ、お金以外に重要なこ
とがあることに気がつくことができました。今
は、「果たして儲けることが人生の目的なので
すか、また、地方自治体も、果たして企業が来
てくれて雇用とお金を落としてくれるだけの関

美波Labに隣接する田んぼでの田植え 稲刈り
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係でいいのですか、もっと志を高く持ちません
か」といったことを真剣に考え、企業や自治体
に訴えています。美波町が僕を多少なりとも真
人間にしてくれたのです。
　実は僕は損得勘定には向いていない。けれど
も、仕事を通じて会社を通じて地域や社会のた
めに何かができる。僕はこうしたパブリック・
ベンチャーみたいなことがやりたかったのだと
思いました。
荒木：持続可能な地域を作るためには、吉田社
長のような方が地元のおっちゃんたちのかっこ
よさを引き継いで、若い世代にバトンを渡して
いかなければなりませんね。
吉田：僕も46才になりました。若い世代から、
60代のおっちゃんたちはかっこよかったけど、
40代は全然駄目だったな、と言われることがな
いようにしなければならないと思っています。
地域にかっこいい大人がいれば、そういう町へ
戻りたくなると思います。先輩がしてくれたよ
うに、僕たちも、次の世代にかっこいい大人を
見せてあげたい。特に僕たちサテライトオフィ
スの人間は、良くも悪くも注目されているので、
地域の子どもが「あんな大人になりたい」と思
う存在でありたいと考えています。祭りもその
一環です。都会から来ていつもサーフィンだの
釣りだの言っているけれど、いざとなったらい
の一番に飛び出して地域のために汗をかいてい
る姿を見せれば、子どもの目にはあこがれの存
在に映るんじゃないかな。
荒木：たしかに、あわえの社員さんは、お祭り

のときは総出ですね。
吉田：あわえもサイファー・テックもそうです。
地域の消防団に入る、阿波おどりの連に入る、祭
りで汗をかく。今来ているサテライトオフィス
のメンバーはそういうところにすごくコミット
するので、単なる頭数や税収、産業振興の側面
じゃなく、地域のためにやっているということ
を町長もすごく喜んでくださっています。僕は
この町生まれなのでこの町に対する愛情があっ
て当然ですが、他の移住者が何のゆかりもない
土地に来て地域のために汗をかこうという気持
ちになってくれているのは本当にありがたいで
すね。
荒木：お子さんたちもそういう姿をしっかり見
ていますよ。
吉田：そう信じています。地方都市でもそうで
すが、特に東京は暮らす場所と仕事する場所が
別なので、働く姿を子どもに見せる機会はほと
んどないでしょう。しかし、美波町では、仕事を
するのも寝るのも一緒の場所で、仕事中に車で
走っていると野外学習中のわが子がいたり、子
どもが学校帰りに仕事場に寄ったりということ
が日常茶飯事です。右肩上がりの社会では、機
能を分けるメリットがあったのでしょうが、人
口減少社会では、暮らしと仕事の距離が近くな
り、大人は稼ぐだけではなく、日々子どもに背
中を見せることも必要です。美波町は、人口減
少社会における田舎の一つのあり方を示すこと
ができるのではないかと思います。
荒木：若い世代についてはどうお考えですか。

ちょうさ（太鼓屋台） 阿波おどり
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吉田：最近若い人の価値観が変わってきてい
る、という手応えをはっきりと感じています。美
波町出身で大阪大学を卒業してメガバンクに就
職した子が、2017年にあわえに再就職してきた
のですよ。これまでの地位や環境を捨てて、自
分の町の活性化のために汗をかきたい、と今の
若い世代の子は考えるようになってきているの
です。
　そういう若い世代には、大企業にいるから
かっこいい訳でも、稼いだからかっこいい訳で
もなくて、社会の役に立つからかっこよくいら
れるんだと言うことを伝えたいです。そして、子
どもから「将来絶対にサイファーに入る」、親か
らは「あわえに入れるよう、がんばりや」と言っ
てもらえる会社になりたいと思っています。
　これまで若い人は大学進学で県外に出て、そ
のまま県外で就職するのが普通でした。いわば
片道チケットだったのです。これからはそれを
往復チケットになるようにしたいと考えていま
す。大学で県外に出るのは仕方ないかも知れま
せんが、若い人が「東京で○○のスキルを身に
つけ、将来は絶対に美波町に戻ってきて、スキ
ルを地元のために役立てる」と思って実際にＵ
ターンしてくる。そういった循環にまでもって
いきたいのです。
荒木：最後に、今後の計画や夢について教えて
ください。
吉田：僕は欲張りなので、自分ができることは
もっともっとやらないといけないと思っていま
す。サテライトオフィスを美波町に誘致するの

も、地方創生を成し遂げなければならないとい
うことが原点にある訳ではありません。美波町
で今僕たちがやっていることはすごく大変で忙
しいことですけれど、本当に楽しいので、もっ
といろんな人に美波町のこの暮らしの楽しさを
知ってもらって、それぞれの地区で自分たちな
りの楽しみ方を体験してほしいという思いが原
点にあるのです。
　今でも、年に何度ももらい泣きするようない
いシーンが見られるのです。移住で来た子が結
婚した、家を建てた、子どもが生まれてその子
の健康を祝う稚

ち ご ば ら

児祓いに参加したといった嬉し
いシーンです。10社20社でもそうなら、100社
になれば毎日もらい泣きできるのではないかと
思っています。地域の人も違う角度から見て同
じように喜んでくれているはずなので、これが
増えていけばすごく幸せな町になるでしょう
ね。ですから、まずは仕事として、サテライト
オフィスを美波町をはじめ、もっといろいろな
地域に誘致し、日本の地方を元気にしたい。サ
テライトオフィスの開設によって、これまで話
してきたように、若い人が増え、子どもも増え、
地元にもよい変化が起きています。サテライト
オフィスが開設されている集落のように人口の
少ない地域では、ばかにならないインパクトが
あります。これを全国に広げていくことができ
れば、日本全体としての効果は極めて大きいと
言ってよいのではないでしょうか。
　県外の売り上げが増えてきたということは、
僕たちが美波町で実践してきたメソッドが、他
の自治体のお役に立つようになったことの証し
です。他の過疎地から見て「メイド・イン美波」
がブランド価値を持つようになったということ
ですから、少しステージが変わってきたのでは
ないかと思っています。あわえは「徳島県美波
町から始まる　日本の地方を元気にする会社」
ですので、引き続き「メイド・イン美波」のメ
ソッドが日本の地方を明るくした、ということ
になりたいですね。
　実は、第 2 次ベビーブーム世代の一人として

結婚式
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の責任も感じています。僕は昭和46年生まれ
で、第 2 次ベビーブーム世代の起点の年です。
第 3 次ベビーブームを起こせなかったのは第 2
次ベビーブーム世代の責任ですよね。このまま
だと、第 3 次ベビーブームを起こせず、日本の
少子化、人口減少が加速する原因を作った世代
と言われるようになってしまいかねません。も
ちろん、失われた20年とか価値観の多様化とか
人口の都市集中とか、分析はいくらでもできま
す。でも、個人的には「あの人たちがすごくが
んばったから助かった」と言ってもらえる世代
になりたいという思いを強く持っています。気
がつかないことはできないでも仕方ないかも知
れませんが、気がついているのに面倒くさがっ
てやらないというのではいけません。第 2 次ベ
ビーブーム世代は日本の社会の最後のボリュー
ムゾーンであり、だからこそできることがある
と思っています。母数が多いので、一人一人が
もう 1％地域のために汗をかけば、きっと社会

が変わります。
　それと、ビジネスでは、社会や人の悩みを解
決してなんぼの世界ですので、「あの人たちが
来る以前と以降で社会が変わった」と言っても
らえるような影響を与えられる会社であり続け
たいですね。地域の誇りと言ってくださる方も
いらっしゃるので、成長という形でも恩返しを
したい。就職したい企業のランキングで、「美波
町の子どもたち」という部門があったとして、

「サイファー・テックやあわえの社員はかっこい
いから、あの会社に入りたい」と言ってもらえ
るような会社になりたいと思っています。地域
を明るくするのはそういうことだと思っていま
すから。
荒木：これまで日和佐地区を中心に元気にして
きた吉田社長ですが、徳島県だけでなく、全国
各地で過疎が深刻な問題となっています。今後
のご活躍を大いに期待しています。

（2017年12月5日　美波町「初音湯」にて対談）
（対談編集　元木恵子）


